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	 利用者の課題の分析と対策としての新規ビジネスの立案を段階的に繰り返していく短期ビジネス立案モデルを用いたビ

ジネス計画イベントが現在数多く実施されている.	

	 著者の一人は,学生生活の間に多くのビジネス計画イベントへの参加・運営をした経験を持ち,各イベントの長所・問題

点を抽出してきた.そこで「プロジェクトの進行」「プロジェクト体制」「参加目的」「継続性」の 4つの観点から SWOTク
ロス分析を行い,イベント運用改善のための検討すべきポイントを洗い出した.その結果,短期ビジネス立案モデルを用い

た学習を重視した学習型ビジネス計画イベントにおいて検証や分析に時間をかけすぎて全ての立案プロセスを実施できて

いない点や外部からの発言に影響されてしまいオリジナリティの低いビジネス計画留まってしまう点が多くの問題の中核

にあることが分析された.	

	 そこで過去のビジネス計画イベントにて取り上げられた利用者の課題とビジネス立案を格納した「アイディア貯金箱」

の設置を提案する.ビジネス貯金箱を用いることにより,イベントの参加者は過去に取り上げられた利用者の抱える課題と

対策案を検索して調査できるため早期に自分たちのビジネス案の作成に着手し,より充実した学習成果をあげると期待さ

れる.	

	

Many business planning events using short-term business planning models are being implemented now that analyze users' tasks and 
planning new business as a countermeasure step by step. 
One of the authors has the experience of participating and managing many business planning events during the student life and has 
extracted the advantages and problems of each event, so "progress of the project" "project system" "participation SWOT Cross 
Analysis from the four perspectives of "Purpose", "Purpose" and "Continuity", and identified the points to consider for improving 
event management.Therefore, the learning type business planning event emphasizing the learning using the short-term business 
planning model Analysis that it is at the core of many problems that it is too much time to spend on verification and analysis and that 
all the planning process can’t be carried out and that the business plan with low originality is affected by external remarks, was done.	 	
Therefore, we propose setting of "Idea Piggy Bin" which stores user's task and business plan picked up in the past business planning 
event.The participants of the event were taken up in the past by using the business savings box We can search and investigate users' 
problems and countermeasures, so we can begin to prepare our business plan at an early stage 
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1．はじめに	

	

着想を得たビジネスアイディアを実行に移す過

程においては,考案したアイディアの検討事項を

段階的に洗い出し早期に実現していく工程を明確

化していく必要がある.そこで短期ビジネス立案

モデル[1][2]が導入される.	 このモデルは最小限

の開発と評価を 1 つの短期的なサイクルとして繰

り返していくので,時間とコストを最小限に抑え

ることが可能である.また短期間で立案したアイ	
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ディアに対する利用者からのフィードバック[3]を	

得ることができるため,アイディアのブラッシュ

アップや新規アイディアへの切り替えが可能であ

る.著者らの大学の所在地である浜松地域で行わ

れているビジネス計画イベントでも広く用いられ

ている.	

	 著者の一人は学生生活の間に多くの演習形式の

イベントの参加・運営を行い,そこで短期ビジネス

立案モデルの実施を多数経験してきた.	

	

	



 

2.	 短期ビジネス立案モデルの概要	

	

2.1	 短期ビジネス立案モデル	

	 図 1 のように短期ビジネス立案モデルはまず仮

説設定を行い,次にフィールドワークや現地調査

などで仮説検証を行う.利用者からの反応などを

計測した後それを基に仮説の修正を行うというサ

イクルを繰り返す手法である.	

	

図 1	 短期ビジネス立案モデルの流れ	

	

2.2	 リーンキャンバス[4]	

	 リーンキャンバスとは,マッシュ・マウリャ氏が

2008 年に提案した,顧客レビュー[8]を重視した短
期開発に用いられることを目的としたツールであ

り,短期ビジネス立案モデルにおける仮説設定を

行うためのツールの一つとして位置づけられてい

る.	

この仮説設定ツールは 1枚の紙にビジネス案が
集約されており,時間をかけずにビジネスモデル

の概要を記述できる高速性,記述した項目を使う

だけで要点を伝えることができる簡潔性,1 枚の
紙にビジネス案が集約されているため持ち運びが

容易であるという形態性の 3 つの性質があり,短
サイクル型モデルのように短期間でフィードバッ

クをもらうような手法のツールとして用いられ

る.	

なお石田の研究[5]で,プロジェクトマネジメン

トにおける管理対象と対応付けた拡張型リーンキ

ャンバス(図 2)も開発されている.	

	

	
図 2	 石田の考案した拡張型リーンキャンバス	

	

2.3	 MVP[6]とその種類	

顧客開発サイクルにおける「仮説検証」を行う

際,サイクルを短期間で行うため必要最低限を兼

ね揃えたプロダクト(Minimum Viable Product	以下
MVP)を作成し効率よくフィードバックを得る方
法が存在する.	

またMVPは主に 3つに分類され,求めているフ
ィードバックによって使い分けることができる.	

①	デザイン型 MVP 
イメージしているアイディアのリアリティのみ

を実現させた外見を重視したMVPであり,動作や
性能を取り入れない.主にプレゼンテーションで

の導入やデザイン面のフィードバックを取ること

が目的としている.	

②	ファンクショナル型 MVP	
サービスの実用性や性能のフィードバックを行

うことを目的としたMVPであり,デザイン面は考
慮されていない.主に無駄な機能の厳選や動作の

不備の発見に特化しており,デザイン型MVPと比
較すると時間がかかる傾向がある.	

③	テスト型 MVP	

	 デザイン型 MVP とファンクショナル型 MVP を
組み合わせた中心的な機能を揃えたプロトタイプ

でプロダクト・サービスの強みや顧客の関心度の

調査におけるフィードバックを行うことを目的と

している最上級の MVPである.	
	

3	 浜松地域で開催される短期ビジネス計画イベ

ント	

	

3.1	 静岡大学ビジネスコンテスト	

「大学生が社会人とともにビジネスを論ずるこ

とで高度な IT人材となるための構想力・行動力の
育成を図る」ことを目的とした学生と社会人にお

ける交流イベントとして 2011 年から静岡大学ビ
ジネスコンテストが毎年開催されている.コンテ

ストの運営は,静岡大学情報学部湯浦研究室の学

生が代々担当している.	

	

	

図 3	 静岡大学ビジネスコンテストの様子	

	



 

1 ヶ月の期間で 3 回のワークショップを経てア
イディアを立ち上げる演習形式のイベントであり,

静岡大学情報学部生にとっては講義で培った短サ

イクル型モデル開発の知識を有効活用する演習の

場となっている.	

	 著者の一人は第 4回に参加し,第 5～7回の運営
に携わった.そこで本イベントに対し 2 点の問題
点(図 4)が見受けられた.	

	

①フィールドワークの不足と MVP作成の未達成	
②社会人からのフィードバックの影響によるオリ

ジナリティの低下	

	

	 このイベントではフィードバックを効率化すべ

く対面でのワークショップのほかに Facebook で
の議論を行っている.	

	 当初は,ワークショップにおいて発表に利用し

た資料を Facebook にて掲載し,それを基に本イベ
ント参加学生や社会人がコメント欄にて相互に意

見交換を行うことが盛んになされた[7].	

しかし次第に Facebook であげられた資料に対
しての質問数は少なくなり,参加学生同士の意見

交換が行われず,教授や社会人の質問やアドバイ

スをそのまま取り入れたオリジナリティの低いビ

ジネス計画に留まってしまうという問題が見受け

られた.	

また Facebook 上のフィードバックを取り入れ
ることで満足してしまい,フィールドワークによ

り市場のニーズを確認することやプロトタイプの

作成によって顧客の満足を検証することが不足す

るチームが多く見受けられた.	

	
図 4	 静岡大学ビジネスコンテストの問題点	

	

3.2	 Startup Weekend浜松	
Startup Weekend浜松は金曜日の夜から日曜日の

夜の 54 時間でアイディアをカタチにするという
イベントであり,2016 年 3 月に第 1 回が開催され
たのち,半年に一度の期間で開催されている.筆者
の一人は第 2回に参加し,主催者として第 3~4回の
運営を行った. 
参加者は考案したアイディアを簡潔に説明し,

説明されたアイディアから 1つ選定しチームを構

成する.2 日目には最小限の構成で動くもの
(MVP)を作成した後,アイディアの顧客となる方
へ検証やアンケートを行うなどしてフィードバッ

クを貰いそれを基にアイディアの修正や価値を検

討する.そして最終日に最終発表を行いビジネス

モデル・顧客検証・デザイン・プロダクト達成度

といった項目を軸に審査を行い,優勝を決める.	

	

図 5	 Startup Weekend	浜松の様子	
	

	 本イベントの問題点としてはデザイナーの役割

を持つ参加者が圧倒的に少ないことがあげられる.

その為バランスの良いチーム構成を促すことがで

きず,プロトタイプの作成やプレゼンのデザイン

性においてチーム間に大きな差が生じていた.	

	 また各メンバーが立案したアイディアを基にチ

ーム構成を行うため,課題の検証や計測が行われ

ていないという問題点が見受けられた.	

	

図 6	 Startup Weekend浜松の問題点	
	

3.3	 ハママチューン	

浜松市が支援する「音」をテーマとする地域再

生運動のためのアイディアを立案するイベントで

ある.著者の一人は2017年 10月に開催された第1

回に参加した.	



 

	

図 7	ハママチューンの様子	

	

ハママチューンでは,フィールドワークやプロ

ダクト作成の時間が設けられているが,Startup 
Weekend 浜松のように学習しながら体験するよう
な演習形式とは異なり,参加者が持っているスキ

ルや行動力を最大限に活用しアイディア立案に取

り組む実戦形式である.	

	 そのためビジネス計画のスキルについてはあま

り体系的に実施されず,また中間の順位発表にて

上位に入ったチームのみ最終発表に臨むため,プ

ロセスの途中でアイディア立案が終わってしまう

ケースが生じてしまう傾向がある.	

	
図 8	 ハママチューンの問題点	

	

4	 研究の目的と方法	

	

第 3 章で述べたビジネス計画イベントへの参
加・運営の経験から以下の 4 点に焦点を当てて,
問題をさらに深く分析し改善策を検討していくこ

とにした(図 9).	

	

①開催前における参加者の参加目的とイベント運

営の一致	

②開催期間におけるプロジェクトの進行	

③開催期間におけるチーム内のプロジェクト体制	

④開催後の取り組んだプロジェクトの継続性	

	

	
図 9	 ビジネス計画イベントの開催における	

重要項目	

	

5	 ビジネス計画イベントの問題分析と改善方針	

	

5.1	 SWOTクロス分析[8]	
	 SWOTクロス分析は対象となる事業の現状分析
のための分析手法のフレームワークであり,強み

(Strength),弱み(Weekness),機会（Opportunity）,
脅威(Threat)を図 10のようにクロスさせることに
より,それぞれが対応すべき課題を抽出すること

ができ,それぞれの課題から解決策を具体化する

ことができる.このような分析手法を SWOT クロ
ス分析という.	

	

	

図 10	SWOT クロス分析	

	

この分析法は,「強み」・「弱み」と「機会」「脅

威」の組み合わせにおける検討箇所を考慮した解

決法を提案することにより,解決法の策定の際,実

行すべき解決法の選択決定を行うことが可能であ

る.	

そこで各ビジネス計画イベントの 4つの観点に
おける SWOT クロス分析を行った.その中からハ
ママチューンの「プロジェクトの進行」(図 11)と

静岡大学ビジネスコンテストの「プロジェクト体

制」(図 12)の 2点を説明する.	
	



 

	

図 11	 ハママチューンにおける	

「プロジェクトの進行」の SWOTクロス分析	
	

	 図 11のようにハママチューンはMVP作成のた
めの支援を行っているという「強み」を持ってお

り,短期ビジネス立案モデルは短期間で多くの検

証を行うことを重要としているため,MVP を活か
した効率的な検証を行うことにより,質の高いフ

ィードバックを得ることができると考えた.また

開催期間が短期間の場合,全ての立案プロセスを

実施できない恐れがあるため MVP 作成の時間削
減や効率的なフィールドワークを行う必要がある

と考えた.	

	
図 12	 静岡大学ビジネスコンテストにおける	

「プロジェクト体制」の SWOTクロス分析	
	

	 静岡大学ビジネスコンテストでは,初参加者が

多く外部からの意見やアドバイスに影響されやす

いことが問題だが,同じ大学の同じ学部でチーム

形成されておりチーム全員でプロジェクトを進め

るという強みがあるため,外部からの指摘を整理

してチーム内での意見交換や問題点の洗い出しを

行うことで必要な発言のみを取り入れることがで

きると考えた.	

	

5.2	解決すべき検討ポイント	

	 参画・運営を行ったビジネス計画イベントの 4
つの観点における SWOT クロス分析を行い,それ
ぞれの検討ポイントを洗い出した.	

	 その結果,図 11 のように検証や分析に時間をか

けすぎてビジネスの立案や顧客検証が不十分とな

ることや図 12 のように外部からの発言に影響さ

れてしまいオリジナリティの低いビジネス計画留

まってしまうことが多くの問題の中核にあること

が分析された.	

	 この要因として短期間で行われるビジネス計画

イベントの多くは短期ビジネス立案モデルの学習

を目的としているが,審査基準やイベントの中身

がビジネス案の完成度を重視しているため,それ

ぞれのチームが立案アイディアの重視する箇所に

時間をかけてしまい他の箇所が疎かになってしま

ったことが挙げられる.	

	 	

6	 短期ビジネス計画イベントの改善提案	

	

	 第 5 章で述べたの問題点と要因を踏まえ,短期

ビジネス計画イベントの改善提案をする.	

	

6.1	 アイディア貯金箱の導入	

	 短期ビジネス立案イベントではアイディアの完

成度よりもアイディア立案のノウハウを参加者に

身につけてもらうことを目的としている.そのた

めフィードバックを実施する際,質よりもスピー

ドを重視するような仕組みを行うことによって検

証や分析に費やす時間の削減ができ,短期ビジネ

ス立案モデルの全工程を実施できないという問題

を解決できると考えた.	

	 第 4～7 回静岡大学ビジネスコンテストの成果
物の調査を行った.そのうち 12 チームの成果は同

じ課題に取り組んでおり,図 13 のように同じ課題

に取り組むチームは解決策のアイディアが違うが

課題や顧客の検証にて調査すべき内容で一致する

部分が多いことが分かった.	

	
図 13	静岡大学ビジネスコンテストの立案アイデ

ィアにおける検証一致内容	



 

	

	 そこで過去の参加チームの最終成果物や調査結

果・アンケートなどを共有するアイディア貯金箱

を提案する.	

アイディア貯金箱とは,過去のイベントで生ま

れたアイディアから同じ課題を解決するアイディ

アを探し,そのアイディアの顧客検証やフィード

バックの閲覧を行うというツール(図 14)である.	

	

図 14	アイディア貯金箱の概要	

	

アイディア貯金箱の立案したアイディアの登録

とアイディア探索の 2つの手順を説明する.	
	

①アイディア登録	

	

図 15	アイディア登録までの手順	

	

【手順】(図 15 参照)	

①アイディア貯金箱を開きアイディア登録を選択	

②課題一覧から自チームが立案したアイディアの

課題と同じ課題を一覧から選択する.課題一覧に

記載されていない場合は新規作成を選択肢か題名

を記載する.	

③新規選択を選択した場合は取り組んだ課題内容

を記入する.	

④チーム名・アイディア名の記載・解決策に最終

成果物を添付・調査結果アンケートに調査データ

の添付を行う.	

	

②課題探索	

図 16	課題探索までの手順	

	

【手順】(図 16 参照)	

①アイディア貯金箱を開き課題探索を選択	

②課題一覧から参考にしたい課題を選択	

③発表資料又は調査結果・アンケートから参考に

したい資料を選択	

	

6.2	 課題深堀型アプローチへの誘導	

短期ビジネス立案モデルには,アイディアの提

案を行った後に立案したアイディアの課題を見つ

けるアイディア創出型と現状を把握するため課題

の深堀を行い,仮説を立てアイディアを立案する

課題深堀型の 2 つのアプローチが存在する.	

	 ビジネス計画イベントの参加チームの多くは課

題発見・仮説検証の実施を優先する課題深堀型よ

りアイディア創出の先行を優先するアイディア創

出型が多く見受けられた.	

このやり方は独自性のあるアイディアが生まれ

やすいが,明確な課題が定義できていないためフ

ィードバック後に考案したアイディアを破棄した

場合,出戻りする必要があり立案完了までに時間

がかかる傾向がある.	

	 また短期ビジネス計画イベントではアイディア

を実現することを目的とするのではなくアイディ

アを立案する方法論を演習形式で実践することに

趣をおいている.そのため「アイディア創出型」よ

り「課題深堀」でアイディア立案を行う事が望ま

しいと考えた.	

	



 

	

図 17	立案へのアプローチの分類と特徴	

	

	 そこで学習型ビジネス計画イベントの参加者が

アイディア立案において「課題深堀型」行わせる

ために,アイディアを生み出す前に課題の発見・検

証を行う取組みを促す必要がある.そこでロジッ

クツリーや KJ 法などといった課題発見に利用さ

れるフレームワークを利用して課題を洗い出し,

抽出した課題の重要度の選定を行ってからアイデ

ィアを創出するといった流れでアイディア立案を

行うことが望ましい.	

	

6.3	 過去の分析や討論の体験の知識ベースに基

づくメンタリング	

学習を目的とした短期ビジネスイベントの参加

者の多くは初参加であるため,外部からの指摘を

取り入れることがアイディアのブラッシュアップ

に繋がると考える傾向がある.	

第 3 回までのビジネスコンテストの Facebook

上のやり取りを調査したところ参加チームと教

授・社会人との意見交換が盛んに行われており,

その後の成果物では必要なフィードバックのみを

利用していた.	

戸辺の研究[7]では第 3 回ビジネスコンテストの

参加チームの多くは資料調査だけではなくアンケ

ートの実施や現地調査を行っていたと報告してい

る.	

そこで過去の参加チームの討論や意見交換後の

チームの動向を参考にすることで,必要だと思う

意見のみを取り入れるのではないかと考えた.	

以上の仮説を踏まえ,図 18 のような参加チーム

が過去の分析や討論の体験の知識ベースに基づく

メンタリングを提案する.	

	

図 18	過去の分析や討論の体験の知識ベースに基

づくメンタリング	

	

	 参画・運営を行った短期ビジネス計画イベント

では参加者が次回の運営に携わる傾向[12]がある.

そのため運営メンバーにメンターの役割を設ける

ことによって,過去 DB から参加チームの参考と
なる情報の提供だけでなく参加した際の体験談を

踏まえたアドバイスを行うことが可能である.	

これらを実行することで外部からの意見を「参

考にする」という行動促進に繋がると考えた.	

	

7	 最後に	

本研究では,著者が今までに参加・運営として活

動を行った短期ビジネス立案モデルを取り入れた

ビジネス計画イベントを「プロジェクトの進行」

「プロジェクト体制」「参加目的」「継続性」の 4

点について SWOT クロス分析を行い,問題点と検
討ポイントを洗い出した.	

	 さらに,ビジネス計画イベントの開催期間によ

る特徴と目的の違いに着目して,長期型ビジネス

計画イベントと短期型ビジネス計画イベントの 2

つに分類を行い,短期型ビジネス計画イベントの

改善策の提案をまとめた.	

改善案の中心はビジネス計画イベントの過去の

提案例をビジネスの利用者が抱える課題を中心に

格納した「アイディア貯金箱」と課題の深堀のた

めのフレームワークそして深堀を支援するメンタ

ー制度である.	

	

8	 今後の課題 
 
本研究では,短期型ビジネス計画イベントへの改

善策の提案を行った.そこで今後は実際に改善策

の導入を行い検証する必要がある.	

	 また改善策の一つであるアイディア貯金箱は過

去の成果物を基に課題・調査データ・アイディア

の概要を抽出する必要がある.	



 

	 しかし Startup Weekend 浜松とハママチューン
は最終成果物の保存・提出を行っていないため過

去の参加者から成果物の提出を促す必要があるた

め実現が難しい.	

	 一方,静岡大学ビジネスコンテストでは成果物

を Facebook 上に投稿しており,ワークショップ毎
の成果物も存在する.	

	 今後は静岡大学ビジネスコンテストを対象とし

たアイディア貯金箱の実現を行うため,過去の成

果物を発表スライドと調査結果を分けアイディア

貯金箱に登録するという作業を行う必要がある.	
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